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胸
申
込
資
格
…
印
西
市
も
し
く
は
、

白
井
市
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居

住
し
、
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外

国
人
登
録
原
票
に
記
録
ま
た
は
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
現
に
焼
骨

を
所
有
し
、
か
つ
そ
の
焼
骨
を
ほ

か
の
墓
地
へ
埋
蔵
ま
た
は
納
骨
堂

へ
収
蔵
し
た
こ
と
の
な
い
人
。

※
焼
骨
を
所
有
し
て
い
な
い
人
、

焼
骨
を
ほ
か
の
墓
地
へ
埋
蔵
ま
た

は
納
骨
堂
へ
収
蔵
し
て
い
る
人
は
、

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
印
西
霊
園
の
使
用
許
可

を
受
け
て
い
る
人
お
よ
び
そ
の
同

一
世
帯
の
人
は
、
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
は
、
1
世
帯
に
つ
き

1
墓
所
と
な
り
ま
す
。
同
一
世
帯

で
複
数
の
人
が
申
し
込
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
は
、
次
の
受
付
期
間

内
に
1
回
の
み
で
す
。

胸
申
込
受
付
期
間
…
2
月
1
日
～

7
日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）・
午

前
9
時
～
午
後
5
時
。

胸
申
込
書
類
…
臼
印
西
霊
園
墓
所

公
募
申
込
書
【
申
込
書
は
印
西
地

区
環
境
整
備
事
業
組
合
、
同
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
印
西
霊
園
管
理
事
務

所
、
印
西
市
（
印
旛
支
所
お
よ
び

本
埜
支
所
を
含
む
）、白
井
市
の
環

境
担
当
課
窓
口
で
取
得
で
き
ま

す
】
渦
申
込
者
の
住
民
票
（
住
民

票
は
世
帯
全
員
の
も
の
で
本
籍
、

続
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）、

ま
た
は
外
国
人
登
録
済
証
明
書
嘘

火
葬
許
可
証
。

※
渦
は
最
新
の
内
容
か
つ
、
発
行

日
か
ら
3
カ
月
以
内
の
も
の
。

胸
受
付
場
所
…
問
い
合
わ
せ
先
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
。
郵
送
の
場
合

は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
募
集
基
数
と
種
類
…
　
基
（
芝

12

生
墓
地
）。

※
申
し
込
み
が
募
集
基
数
を
超
え

る
と
き
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
今
後
も
墓
地
整
備
工
事
（
第
2

期
以
降
約
3
街
9
0
0
基
）
を
段

 平
成
　
年
度
第
2
次
印
西
霊
園
墓
所
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
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 ２
月
1
日
か
ら
受
け
付
け
開
始
 

パニック障害と思ったら…
シリーズ・心の道標嬰

架社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　パニック障害は、なんの前触れもなく、激しい 動悸 や
どうき

呼吸困難、手足の震えが著しく「このまま死んでしまう
のではないか」と思うくらいの発作が、突然起こります。
この発作自体は、１０分くらいでピークに達し、長くて１
時間くらいでおさまりますが、この発作を繰り返すうち
に「また発作が襲ってくるのではないか」と予期不安に
とらわれ、発作が起きた場所や状況を避けるようになり
（例えば電車やバスの中、デパートなどの人の多く集ま
る場所など）、ひきこもり状態やうつ病を併発することも
あります。
　１回きりの発作では「パニック障害」と診断はされず、
発作が繰り返し起こり、その後、一月以上の予期不安が
継続し、日常生活に支障が出る場合に診断されます。
　パニック障害では、 動悸 や呼吸困難などの身体症状が

どうき

前面に出るので、「内科」を受診することが少なくありま
せん。身体的に異常がなく、発作が継続するような時は、
精神科などの専門医に受診することをお勧めします。

　市では、社会福祉課障害福祉班にて、保健師・精神
保健福祉士が相談に応じます。

階
的
に
実
施
し
ま
す
。

胸
墓
所
使
用
料
…
3
2
5
街
5
0

0
円
（
1
墓
所
）。

胸
管
理
料
…
5
街
0
4
0
円
（
1

墓
所
に
つ
き
1
年
）。

※
墓
所
使
用
料
に
は
墓
碑
な
ど
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※
年
度
の
中
途
で
使
用
許
可
を
受

け
た
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
使
用

許
可
を
受
け
た
月
か
ら
の
月
割
り

計
算
と
な
り
ま
す
。

※
印
西
市
お
よ
び
白
井
市
以
外
の

市
区
町
村
に
転
出
さ
れ
た
と
き
の

管
理
料
に
つ
い
て
は
、
7
街
5
6

0
円
に
な
り
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
】

　
駅
前
広
場
な
ど
の
良
好
な
環
境

確
保
と
自
転
車
利
用
の
利
便
性
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
千
葉
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
南
口
と
印
西
牧

の
原
駅
北
口
に
自
転
車
駐
車
場
を

建
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
設
自
転
車
駐
車
場
は
、

有
料
自
転
車
駐
車
場
と
し
て
4
月

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
駅
南
口
の
自
転
車
駐
車
場
（
市

管
理
分
と
都
市
再
生
機
構
管
理
分

の
両
方
）
と
、
印
西
牧
の
原
駅
北

口
の
自
転
車
駐
車
場
（
都
市
再
生

機
構
管
理
分
）
は
、
新
設
自
転
車

駐
車
場
の
完
成
時
に
閉
鎖
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
設
自
転
車
駐
車
場
の
受
け
付

け
は
、
3
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
2

月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
施
設
概
要
】

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
南

関
係
者
が
一
堂
に
南
ア
フ
リ
カ
の

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
集
ま
り
、
学

校
・
地
域
に
よ
る
教
育
改
革
の
取

り
組
み
と
授
業
・
校
務
改
革
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
世
界
の
先
進

事
例
の
紹
介
を
す
る
「W

o
rld

W
id
e
In
n
o
v
a
tiv
e
E
d
u
c

atio
n
F
o
ru
m

」
に
、
教
育
セ

ン
タ
ー
の
松
本
博
幸
指
導
主
事
が

日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
松
本
主
事
は
参
加
を
市
長
に
報

告
し
「
　
世
紀
型
ス
キ
ル
を
重
視
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し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
各
教
科
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
授
業
の
充
実
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
に

よ
る
教
育
推
進
の
た
め
に
、
世
界

各
国
約
　
カ
国
か
ら
約
6
0
0
人

60

の
初
等
中
等
教
育
に
関
わ
る
教
育

口
自
転
車
駐
車
場

胸
構
造
…
鉄
骨
造
り
地
上
2
階
建

て
。

胸
延
べ
床
面
積
…
約
1
埀
8
0
0

愛
。

胸
収
容
台
数
…
自
転
車
1
埀
5
5

5
台
、
原
動
機
付
き
自
転
車
　
台
。

48

印
西
牧
の
原
駅
北
口
自
転
車
駐

車
場

胸
構
造
…
鉄
骨
造
り
地
上
2
階
建

て
。

胸
延
べ
床
面
積
…
約
2
埀
2
5
0

 千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
南
口
と
印
西
牧
の
原
駅
北
口
に
有
料
自
転
車
駐
車
場

 自
転
車
利
用
の
利
便
性
が
ま
す
ま
す
向
上
  

煙
墓
所
の
使
用
期
間
は
　
年
で
す

30

が
、
更
新
で
き
ま
す
。
更
新
に
よ

り
再
度
墓
所
使
用
料
を
い
た
だ
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

煙
墓
所
の
場
所
の
希
望
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
。

煙
墓
碑
は
、
一
定
の
基
準
に
従
い

設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

架
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

平
岡
自
然
公
園
事
業
推
進
課
（
〒

2
7
0
―
1
3
5
2
印
西
市
大
塚

一
丁
目
1
番
地
1
・
緯
碓46 
2
7
3

4
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http

://w

w
w
.in
k
an
-jk
.o
r.jp
/h
ir

ao
k
a/5
-re
ie
n
.h
tm
l

）。

愛
。

胸
収
容
台
数
…
自
転
車
1
埀
6
9

2
台
、
原
動
機
付
き
自
転
車
　
台
。

88

　
建
設
工
事
や
利
用
方
法
の
変
更

な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

架
【
建
設
に
関
す
る
こ
と
】
都
市

整
備
課
整
備
班（
緯
内
線
7
4
5
）、

【
利
用
に
関
す
る
こ
と
】
市
民
安

全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内
線
7
1

2
）。

千葉ニュータウン中央千葉ニュータウン中央駅駅

北口自転北口自転車車
駐車駐車場場

新設南新設南口口
自転車駐車自転車駐車場場

アルカサーアルカサールル

自転車駐車自転車駐車場場
（閉鎖予定（閉鎖予定））

交番

牧の原モア

BIGHOP

ヒーリング
ヴィラ

南口自転南口自転車車
駐車駐車場場

新設北口自
転車駐車場

暫定駐車暫定駐車場場
（閉鎖予定（閉鎖予定））

ビッグ
ルーフ印西牧の原駅

交番

胸千葉ニュータウン中央駅自転車駐車場胸

胸印西牧の原駅自転車駐車場胸

▲中央駅南口の自転車駐車場完成予想図

▲牧の原駅北口の自転車駐車場完成予想図

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
世
界
会
議

 Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
世
界
会
議
でで

松
本
指
導
主
事
が
実
践
事
例
を
報
告

松
本
指
導
主
事
が
実
践
事
例
を
報
告
 

　
去
る
　
月
　
日
、
千
葉
地
方
法

11

11

務
局
か
ら
小
林
北
小
学
校
に
「
人

権
の
花
」
の
種
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
「
人
権
の
花
」
は
、
シ

ャ
ク
ヤ
ク
の
花
の
こ
と
で
、
法
務

局
で
は
、
児
童
が
協
力
し
て
シ
ャ

ク
ヤ
ク
を
育
て
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
で
、
児
童
の
情
操
を
よ
り
豊
か

に
し
、
人
権
思
想
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
人
権

の
花
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
上
條
人
権
擁
護
委
員
と

千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局
の
根

本
総
務
課
長
が
小
林
北
小
学
校
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
上
條
委
員
か
ら
種
を
受
け
取
っ

た
児
童
は
「
大
切
に
育
て
ま
す
」

と
、
力
強
く
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上
條
委
員
か
ら
人
権
に

つ
い
て
考
え
る
お
話
が
あ
り
、
集

ま
っ
た
全
校
児
童
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
た
種
は
、
児
童
た
ち

の
手
で
校
庭
の
花
壇
に
植
え
ら
れ

ま
し
た
。
5
月
に
は
シ
ャ
ク
ヤ
ク

の
白
、
桃
、
赤
な
ど
の
美
し
い
花

が
小
学
校
を
彩
り
ま
す
。

架
市
民
課
戸
籍
班
（
緯
内
線
2
3

2
・
2
3
3
）。

 小
林
北
小
学
校
で
人
権
の
花
運
動

▲

松
本
指
導
主
事
（
写
真
左
）

か
ら
報
告
を
受
け
る
山
﨑
市
長

▲上條委員と一緒に種を植える小林北小
の児童


